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〔目的〕子宮内膜症 の エ ス トロ ゲ ン レ セ プ タ
ー

（ER ）

の 組織局在性 に関 す る報告は 少 な い 。 従 っ て 今回

我々 は 、 卵巣子宮内膜症 に お ける ER の 免疫組織化

学的検索を行 い 正所性子宮内膜 の そ れ と比較 した
。

〔方法 〕卵巣子宮内膜症 と病理診 断され 、 か っ ホ ル

モ ン 投与 を うけて い な い 症例 15 例を対象 とした 。

ER に 対す る モ ノ ク ロ ナ
ー

ル 抗体を用 い て PAP 法

で 染色 した 。 染色強度 を 0 （none ），1 （weak ），2

（distinct），
3 （strong ），に分 け次 の式 に て ス コ

ア 化 した 。 Σ Pi （1 ＋ i）．　i＝ 1，2．3　Pi≡ （染色さ

れた細胞数／標的細胞数）x100
。 さ らに『司一患者

の 正所性子宮 内膜 と比較 した 。 ま た 各症例は 、 H −

E 標本 で 内膜 日付診 を行 い 性周期を確認 し た 。

〔成績〕陽姓細胞 はす べ て 核内が染色 された 。 正所

性子宮内膜で は 腺管上 皮細胞 核 と間質細胞核 が 染

色さ れ た 。 卵巣子宮 内膜症に お い て も同様で あ っ

た 。 正 所性 子宮内膜の 腺管上 皮 細胞 核 の ス コ ア は

246 ± 96 （M ± SD ，　 NE15 ）、 卵巣子宮内膜症 の

腺管 上皮細胞 の ス コ ァ は 39 ± 41 （M ± SD，　 N ＝

15）で 卵巣子宮内膜症 の 方が有意 に低下 して い た 。

さ らに正所性子富内膜 と違 い卵巣子宮内膜症の ER

陽性率は周期的変化 を しめ さ な い 傾向が認 め られ

た 。

〔結論〕卵巣子宮内膜症に おけ る ER の 免疫組織化

学的 検索 を検討 し た 結 果 、 腺管上皮細胞核 と間 質

細胞核 に ER は局 在 して い た 。さ らに正所性子 宮内

膜と比較 して 、ER 陽｛生率は 低下 して おり、ホ ル モ

ン 感受性 に 乏 し い こ とが 示唆 され た 。

〔目的〕子宮筋腫は エ ス ト ロ ゲ ン 依存性に 発育する

た め
、 子宮筋腫 の エ ス ト ロ ゲ ン 受容体 （ER ） 蛋 白

に つ い ては諸家 によ り検討 、 報告 され て い るが、ER

蛋自の 合成調節に 関与する mRNA に つ い て の 報告

は 現在 の と こ ろ み られ な い
。 本研究 は 、 ヒ ト子宮

筋腫 の ERrnRNA を 、 ラ ッ ト子宮よ り合成 され た

cDNA を用 い て 検出す る こ とを 目的 と した もの で

ある。〔方法〕担子宮筋腫患者 の 手術検体 よ り子宮

筋腫お よび正 常筋層を摘出 し、ただ ち に 凍結 した 。

検体組織を 4M グ ア ニ ジ ン 溶液 中に て ホ モ ジ ェ ナ イ

ズ後、CsC1 法に よ り total　 RNA を抽出 し、さ ら

に オ リゴ （dT）セ ル ロ
ー

ス カ ラ ム を用 い て poly （A）

RNA を精製 した。　RNA を電気泳動後 、 ナ イ ロ ン メ

ン ブ ラ ン に ト ラ ン ス フ ァ
ー

し、

eep
に て ラ ベ ル した ラ

ッ ト ERcDNA に て ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー
シ ョ ン 後 、

オ

ー
トラ ジ オグ ラ フ ィ

ー
に て シ グナ ル を検討 した 。 〔成

績〕  ラ ッ ト ERcDNA を用 い て 、 ヒ ト子宮筋腫 、

正常筋層 の ERmRNA 　 band を検出 し得た
。   ヒ

ト子宮筋腫お よび正常筋層の ERmRNA は と もに約

6，6kb の 分子 サ イ ズ で あ り、こ の 分子サ イ ズは ラ ッ

トの そ れ と ほ ぼ同等の もの で あ っ た 。   単位 RNA

あた り の ERmRNA レ ベ ル は、子宮筋腫 〉正常筋層

で あ る傾向がみ られた 。 〔結論〕  ラ ッ トERcDNA

を用 い て ヒ ト子宮筋腫 の ERmRNA を検出 し得る こ

とが明 らか とな っ た 。   ヒ ト子宮筋腫の ER は 、 す

くな くとも mRNA レ ベ ル で は正常筋層 と相同で あ

る 可能性が高 い こ とが示唆 され た 。   ヒ ト子宮筋

腫 の ER の 合成調 節 に、　 mRNA の 転写速度あ る い

は 代謝速度 が 関与 して い る こ と が 示 さ れ た 。
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